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山頂で大空の雲を眺めて、あるがままの自分を見つめ、もっと心を自由自在に遊ばせてみま

せんか？ 

☆第 652 回例会は、7 月 18 日（水）、⾧岡正利会員のお話「ロシア・カムチャツカの自然と

登山、現地の素晴らしい人たち―附：その探検史と地図で見る明治以降日本の北方進出の

歴史」を伺った。最初の話は、カムチャッカ半島の中心都市ペトロパブロフスク・カムチ

ャッキーの北にあるアバチャ山（2741m）への登山の話。その山の手前にあるラクダ山の

麓のベースキャンプから登山専門の登山ガイドと共に団体登山で山頂へ、次は一人でガ

イドと共にバチェガズェッツ山とバラトゥンガ温泉（大きな温泉の池）を訪ねた。後半は、

1808 年から幕府の命により始められた樺太探索の話で、間宮林蔵は松田伝十郎と共に樺

太の東岸、西岸を別れて踏査、更に海峡（間宮海峡）を渡って対岸も調査し、樺太が島で

あることを立証した。参加者 21 名。                 係：塩澤 厚 

☆7 月山行報告 7 月 2５日～27 日、台風の予想から北沢峠から三伏峠への仙塩尾根計画を

変更して仙丈小屋から仙丈ヶ岳へ、両俣小屋に下り下山した。参加者 2 名。係：征矢三樹  

☆8 月 4 日（土）、第 28 回野美の市懇談会が 13:00 より集会室で催され、退会された元会員

の千葉保之さんら 10 名が参加された。古いピッケルや今では珍しくなった背負子、ガス

バーナー＆コッフェル・セット、双眼鏡などが出品された。ビールで乾杯、寄進のウィス

キーやつまみで歓談後解散した。                  係：勝田房治 

☆9 月 1 日（土）、2 日（日）、上高地の「山研」で第 42 回「アンコロ餅と薬湯の集い」が

催されます。今回は、山形支部のパーティと一緒になるようですが、人数に余裕がありま

すので参加希望の方は、幹事の勝田（047-422-3157）か豊田（090-2620-9215）へご連絡

のうえご参加下さい。1 日 11:00、JR 松本駅（表口、松本城側）のエスカレーターを下り

たポスト前にご集合下さい。食料品買入後、13:00 頃、タクシーで上高地に向かいます。 

 直行の方は、18:00 までに「山研」にお入り下さい。     係：勝田房治、豊田 茂 

☆第 653 回例会は、9 月 19 日（水）、JAC 副会⾧の野澤誠司氏より「JAC YOUTH CLUB

の活動について」のお話を伺います。JAC の将来を背負う学生部のインド北西部・ザンス

カール地区での活動、進行中の青年部のネパール・チャムラン登山計画などのお話があろ

うかと思います。多くの方々のご来場をお待ちしております。      係：塩澤 厚 

☆第 654 回例会は、10 月 17 日（水）、市川山岳会 OB 会の川崎泰照氏から「ティリチミー

ル登頂後の確執とその帰結としてのミニアコンガ遭難」のお話を伺います。なかなか聞け

ないお話ですから多数のご参会をお待ちしております。         係：塩澤 厚        
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